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前
号
告
知
の
通
り
異
議
申
し

立
て
期
間
経
過
後
、
候
補
者
に

評
議
員
主
任
承
諾
書
を
送
付
し

ま
し
た
と
こ
ろ
四
名
の
辞
退
が

あ
り
、
三
十
九
名
の
方
に
評
議

員
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
さ
る
三
月
二
十
九
日
に
第
一

回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
理

事
二
十
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
理
事
会
が
ひ
ら
か
れ

平
野
昌
雄
氏
を
推
挙
、
承
認
さ

れ
、
評
議
員
会
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　
副
会
長
等
お
よ
び
事
業
計
画

案
は
四
月
二
十
六
日
の
理
事
会

で
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
平
素
は
、
校
友
会
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
い
て
今
期
も
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

校
友
会
活
動
に
は
、
長
期
に
わ

た
っ
て
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
も
会
長
と
い
う
立
場
か
ら

四
年
間
校
友
会
活
動
に
従
事
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
校
友
会
は
、
四
万
二
千
人
の

会
員
を
擁
す
る
大
き
な
組
織
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
校

友
の
親
睦
交
流
の
み
な
ら
ず
、

「
少
子
化
」
を
主
因
と
し
て
教

育
界
も
大
変
厳
し
い
環
境
に
置

か
れ
て
お
り
、
母
校
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
校
の
発
展

の
為
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

一
員
と
し
て
母
校
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
組
織
に
な
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
若
年
層
や

女
性
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す

こ
と
が
、
校
友
会
活
動
を
一
層

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
個
々
の
力
は

微
力
で
あ
っ
て
も
、
全
員
が
集

結
す
れ
ば
大
き
な
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
に

は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
校

友
会
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
度
の
活
動
方
針
と
し
ま

し
て
は
、
校
友
会
組
織
の
確
立
、

活
動
の
活
性
化
、
母
校
と
の
協

力
関
係
の
強
化
、
支
部
活
動
の

再
構
築
、
現
役
学
生
の
組
織
で

あ
る
学
友
会
と
の
連
携
強
化
を

中
心
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
四
年
間
、
校
友
会
の
さ

ら
な
る
発
展
の
為
会
員
の
皆
様

と
共
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
に
平
野
氏
留
任

　
会
　
長

平
野
　
昌
雄
　（
七
十
・
経
経
）

　
理
　
事

岡
田
　
　
宏
　（
七
十
・
経
経
）

大
橋
　
陽
一
　（
七
十
・
経
経
）

林
田
　
隆
行
　（
七
一
・
文
社
）

蟻
柴
　
潤
一
　（
七
四
・
文
社
）

下
村
　
忠
功
　（
七
五
・
経
営
）

生
川
紳
一
郎
　（
七
五
・
経
営
）

贄
田
　
　
肇
　（
七
五
・
経
営
）

吉
田
　
浩
幸
　（
七
五
・
文
社
）

岡
本
　
眞
弘
　（
七
六
・
経
経
）

美
濃
岡
伸
也
　（
七
六
・
経
営
）

宮
本
　
幸
治
　（
七
六
・
文
英
）

森
　
　
嘉
一
　（
七
六
・
経
経
）

川
崎
　
昭
一
　（
七
七
・
文
心
）

藻
川
　
芳
彦
　（
七
七
・
文
社
）

渕
上
　
嘉
彦
　（
八
十
・
経
経
）

野
出
　
靖
宏
　（
八
三
・
経
経
）

大
塚
　
高
司
　（
八
九
・
経
営
）

高
本
　
優
一
　（
九
一
・
経
経
）

矢
島
　
秀
和
　（
〇
三
・
文
東
）

　
評
　
議
　
員

萬
代
　
　
治
　（
七
〇
・
経
経
）

小
坂
井
俊
夫
　（
七
一
・
経
経
）

福
井
　
教
男
　（
七
二
・
経
経
）

西
崎
　
泰
司
　（
七
三
・
文
東
）

永
井
　
秀
明
　（
七
四
・
経
営
）

山
口
　
人
士
　（
七
五
・
経
経
）

中
井
　
　
隆
　（
七
六
・
経
営
）

古
橋
　
忠
男
　（
七
六
・
経
営
）

青
木
　
　
敬
　（
七
七
・
文
社
）

井
上
　
晶
子
　（
七
七
・
文
社
）

越
智
　
英
二
　（
七
七
・
文
英
）

藤
尾
　
正
弘
　（
七
七
・
経
営
）

八
木
　
彰
彦
　（
七
七
・
経
経
）

岡
本
　
一
美
　（
七
八
・
経
営
）

廣
内
　
裕
子
　（
七
八
・
文
英
）

喜
多
　
　
博
　（
七
九
・
経
営
）

恒
川
　
鈴
子
　（
八
〇
・
文
心
）

渡
邊
　
一
則
　（
八
一
・
文
社
）

鈴
木
　
圭
史
　（
九
八
・
経
営
）

・
任
期
・

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
〜

　
　
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日

（
敬
称
略
）

新
役
員
次
の
通
り

挨
　
拶

�

校
友
会
会
長　
平
野　

昌
雄

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
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大
学
の

さ
ら
な
る
発
展
に

　
　
ご
協
力
を
！

�

学
長　

鈴
木　
多
加
史

　
追
手
門
学
院
は
二
〇
〇
八
年

に
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
大
学
は
学
院
創
立
八
〇

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

一
九
六
六
年
に
経
済
学
部
、
文

学
部
の
二
学
部
で
創
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
経
済
学
部
、

経
営
学
部
、
心
理
学
部
、
社
会

学
部
、
国
際
教
養
学
部
の
五
学

部
、
お
よ
び
大
学
院
四
研
究
科

六
専
攻
に
合
計
六
、
三
〇
〇
有

余
人
の
学
生
が
集
う
中
堅
の
文

系
総
合
大
学
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
創
立
以
来
四
十
数
年
、

第
一
回
卒
業
生
が
還
暦
を
過
ぎ
、

定
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
も
出
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
卒

業
生
で
あ
る
校
友
会
の
正
会
員

数
も
四
万
二
千
人
弱
に
達
し
て
、

大
学
に
と
り
ま
し
て
は
非
常
に

重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
校
友
の

皆
様
の
お
力
も
借
り
な
が
ら
大

学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
は
今
非
常
に
厳
し
い
局

面
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
文
教

政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
大
学
数

は
激
増
し
、
今
や
大
学
の
半
数

弱
が
定
員
割
れ
を
起
こ
す
一
方

で
、
少
数
の
大
手
校
に
志
願
者

が
集
中
す
る
と
い
う
現
象
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
追
手
門
学
院
大
学

は
こ
の
数
年
志
願
者
数
が
や
や

減
少
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
総

体
と
し
て
は
定
員
割
れ
な
ど
は

起
こ
さ
ず
に
推
移
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
学
部
学
科
の
再
編
、

校
舎
な
ど
施
設
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
こ
と
の
成
果
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
決
し
て
楽

観
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
部
学
科
別
に
見

れ
ば
定
員
確
保
の
面
で
非
常
に

厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
し
、
入
学
し
て
く
る
学

生
の
中
に
基
礎
学
力
や
意
欲
の

面
で
問
題
が
あ
る
者
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

　
将
来
計
画
の
「
追
手
門
ビ

ジ
ョ
ン
一
二
〇
」
の
中
の
大
学

ビ
ジ
ョ
ン
で
、
教
育
力
の
向
上
、

学
生
中
心
の
大
学
、
就
職
力
の

強
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
う
た

い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
学
生
の

た
め
に
、
と
い
う
こ
と
で
施
策

を
進
め
る
つ
も
り
で
す
。

　
生
涯
教
育
が
言
わ
れ
る
時
代

に
、
本
学
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
校
友
の
皆
様
も
科
目

等
履
修
生
で
勉
強
で
き
ま
す
し
、

学
士
入
学
制
度
（
本
学
の
卒
業

生
な
ら
他
学
部
に
編
入
で
き

る
）
も
で
き
ま
し
た
。
大
学
院

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
勉
強
で

き
る
形
を
整
え
よ
う
と
準
備
中

で
す
。
お
子
様
た
ち
の
進
学
先

と
し
て
、
ご
自
身
の
さ
ら
な
る

勉
強
の
場
と
し
て
、
追
手
門
学

院
大
学
を
一
層
ご
活
用
く
だ
さ

い
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

活
発
な
活
動
を

�

理
事
長　

大
木　

令
司

　
学
校
法
人
は
在
校
生
、
卒
業

生
、
そ
の
保
護
者
、
教
職
員
な

ど
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル

ダ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
社

会
的
公
器
で
あ
り
ま
す
。
先
人

達
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
輝
か
し

い
歴
史
を
背
負
い
、
将
来
に
向

け
こ
の
学
院
を
力
強
く
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、現
在
、ス
テ
ー

ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
一
員
と
し
て

こ
の
学
院
に
関
わ
っ
て
い
る

方
々
が
力
を
あ
わ
せ
、
一
層
の

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
独
立
行
政
法
人
化
し
た
国
公

立
大
学
や
少
子
化
に
よ
る
志
願

者
減
に
頭
を
痛
め
る
私
立
大
学

で
、
い
ま
、
同
窓
会
活
動
の
見

直
し
、
活
性
化
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学

運
営
の
上
で
、
同
窓
会
に
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
の
中
で

も
極
め
て
大
き
い
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
追
手
門
学
院
大
学
校
友
会
も

大
学
創
立
四
十
三
年
を
迎
え
、

今
や
、
会
員
四
万
二
千
人
を
擁

す
る
大
き
な
組
織
と
な
り
ま
し

た
。
平
野
会
長
の
も
と
、
健
全

経
営
に
努
め
ら
れ
、
卒
業
時

に
終
身
会
費
を
徴
収
す
る
手

法
を
採
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
、

財
政
状
態
は
極
め
て
良
好
で
、

一
二
〇
周
年
に
際
し
て
は
将
軍

山
会
館
（
校
友
会
館
）
の
建
設

を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、

組
織
面
、
事
務
局
体
制
、
広
報

面
で
は
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
多
く
、
本
来
の

同
窓
会
活
動
と
し
て
は
や
や
弱

い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
卒
業
時
の

会
費
徴
収
は
財
政
的
に
は
好
都

合
で
す
が
、
会
員
意
識
の
希
薄

化
と
い
う
副
作
用
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
二
〇
周

年
記
念
募
金
に
お
い
て
、
校
友

会
員
の
募
金
が
低
調
な
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
少
額
で
も
毎
年
会

費
を
納
め
て
頂
き
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
同
窓
会
活
動
、
会
員
に

対
す
る
広
報
活
動
が
で
き
る
よ

う
時
間
を
か
け
て
ご
検
討
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
学
院
側
も

校
友
会
の
活
動
を
で
き
る
限
り

支
援
し
ま
す
が
、
同
窓
会
活
動

の
中
心
は
、
や
は
り
会
員
で
あ

り
、
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
支
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
す
。
将
軍
山
会
館
も
出

来
ま
し
た
し
、
第
一
期
、
第
二

期
の
卒
業
生
の
方
々
の
中
で
、

現
役
を
退
か
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是

非
、
ど
な
た
か
会
館
に
つ
め
て

頂
き
、
と
り
わ
け
、
地
域
別
、

年
次
別
、
ク
ラ
ブ
別
、
ゼ
ミ
別

な
ど
で
催
さ
れ
て
い
る
同
窓
会

活
動
の
リ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
会

員
の
消
息
を
知
ら
せ
る
校
友
会

報
を
、
で
き
れ
ば
毎
月
発
行
す

る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
春
の
貴
い
一
時
期
を
、
こ

の
大
学
で
す
ご
し
た
絆
は
何
も

の
に
も
替
え
難
い
財
産
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
財
産
に
更
な
る
付

加
価
値
を
つ
け
ら
れ
る
の
が
同

窓
会
活
動
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
多
く
の
卒
業
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
ご
力
添
え
頂
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
校

友
会
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
木

　令
司

大
木

　令
司
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岡
田　

宏
（
一
期
生
）

　
新
し
く
理
事
を
拝
命
い
た
だ

き
ま
し
た
岡
田
で
す
。
一
期
と

い
う
高
齢
で
す
が
、
こ
の
二
年

間
教
育
後
援
会
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
関
係

で
、若
い
学
生
達
と
の
交
流
や
、

入
学
、
卒
業
等
に
立
ち
会
わ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

生
か
し
、校
友
会
の
若
返
り
等
、

未
来
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
所

存
で
す
。

　
会
長
、
新
理
事
、
新
評
議
員

の
皆
様
同
様
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

吉
田　

浩
幸
（
六
期
生
）

　
校
友
会
は
、
一
期
生
が
卒
業

さ
れ
た
一
年
後
の
一
九
七
一
年

（
昭
和
四
六
年
）
に
準
備
期
間

を
経
て
結
成
さ
れ
て
三
八
年
が

た
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
の
任
期

の
途
中
に
結
成
四
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　「
同
窓
生
の
た
め
の
校
友
会
」

を
目
指
し
て
、
校
友
会
運
営
の

改
革
を
さ
ら
に
よ
り
良
き
方
向

に
向
け
推
進
し
て
行
き
た
く
存

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
校
友
会
に
向

か
っ
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
頑
張
り
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。─

─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

岡
本　

眞
弘
（
七
期
生
）

　
学
友
の
推
薦
で
こ
の
度
、
理

事
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
追
大
に
は
な
ぜ
か
勉
強
が

好
き
な
訳
で
も
な
い
の
に
、
六

年
間
も
在
籍
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
大
学
で
の
滞
留
時
間
、

通
学
回
数
は
本
当
に
少
な
か
っ

た
。

　
二
年
生
の
時
に
留
年
、
将
来

を
少
し
真
剣
に
考
え
る
必
要
に

迫
ら
れ
、
税
理
士
で
糧
を
得
る

こ
と
を
決
意
。

　
そ
の
後
高
井
ゼ
ミ
に
お
世
話

に
な
り
、
会
計
学
を
学
ぶ
機
会

を
得
る
事
が
で
き
た
こ
と
が
、

自
分
が
税
理
士
で
あ
る
こ
と
の

原
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
社
会
で
学
ん
だ
こ

と
経
験
し
た
こ
と
を
校
友
会
の

活
性
化
に
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

宮
本　

幸
治
（
七
期
生
）

　
私
は
二
期
目
の
理
事
就
任
に

あ
た
っ
て
、
前
回
の
反
省
も
踏

ま
え
て
努
力
目
標
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
校
友
会

役
員
の
若
返
り
を
お
こ
な
う
べ

き
規
程
の
見
直
し
、
大
学
校
友

会
理
念
の
表
明
と
行
事
へ
の
参

加
の
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
大
学

の
近
況
を
で
き
る
か
ぎ
り
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

大
学
校
友
会
と
卒
業
生
と
の
距

離
を
身
近
に
し
、
一
人
で
も
多

く
の
卒
業
生
が
大
学
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
体
制
づ
く
り
に
微
力
な
が

ら
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

森　

嘉
一
（
七
期
生
）

　
今
回
で
理
事
三
期
目
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
、
紆
余
曲
折
が

あ
り
、
よ
う
や
く
校
友
会
と
し

て
安
定
し
て
き
た
時
期
に
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
校

友
会
と
し
て
の
活
動
が
十
分
か

と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
常
任
理
事
と
し
て
、
十
分

そ
の
役
目
を
果
た
せ
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
深
く
反
省
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
待
望
の
将

軍
山
会
館
（
校
友
会
館
）
が
完

成
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ

ん
が
い
つ
大
学
に
来
ら
れ
て
も
、

居
場
所
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
母
校
に
帰
っ
て
き
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
平
野
会
長
の
も
と
、

母
校
創
立
五
十
周
年
に
向
か
っ

て
の
事
業
計
画
、
支
部
活
動
へ

の
積
極
的
な
支
援
、
校
友
会
執

行
体
制
の
若
返
り
、
ま
た
、
母

校
に
対
し
て
、
側
面
か
ら
の
支

援
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

藻
川　

芳
彦
（
八
期
生
）

　
今
期
も
校
友
会
役
員
に
就
任

し
、
理
事
の
末
席
に
名
を
連
ね

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
随
分

長
い
期
間
、
校
友
会
の
役
員
を

務
め
て
お
り
ま
す
が
、
校
友
会

活
動
の
永
続
性
を
考
え
る
と
、

役
員
の
新
陳
代
謝
の
方
法
を
本

格
的
に
検
討
す
る
時
期
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の

役
員
候
補
の
推
薦
時
に
は
、
若

い
世
代
の
方
々
が
積
極
的
に
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
期
の
活
動
も
、
会

員
諸
兄
・
姉
の
協
力
な
し
に
は

出
来
ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

岡
本　

一
美
（
九
期
生
）

　
校
友
会
会
員
の
皆
様
お
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
度
、
校
友
会
新
評
議
員

に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

一
九
七
八
年
卒
業
、
経
済
学
部

経
営
学
科
の
岡
本
一
美
と
申
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
校
友
会
理
事
・

評
議
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、

会
員
の
自
主
的
な
発
想
や
行
動

を
大
切
に
、
母
校
の
発
展
と
会

員
相
互
の
親
睦
・
発
展
に
寄
与

し
て
い
け
る
よ
う
築
か
れ
て
き

た
校
友
会
が
、
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
、
よ
り
身
近
な
も
の
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
微
力

な
が
ら
努
力
し
た
い
で
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

喜
多　

博
（
十
期
生
）

　
皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
、
こ
の

度
新
評
議
員
に
就
任
し
ま
す
。

　
今
や
高
等
教
育
は
、
エ
リ
ー

ト
型
、
マ
ス
型
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
型
と
変
化
し
て
大
衆
化
す
れ

ば
学
力
は
低
下
す
る
と
い
う
予

測
は
現
実
に
な
り
ま
し
た
。

　
校
友
会
が
生
涯
学
習
の
機
会

を
提
供
す
る
と
い
う
魅
力
的
な

役
割
を
設
け
る
の
も
近
い
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
役
員
か
ら
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追
手
門
学
院
大
学
を
定
年
で

去
っ
て
ま
も
な
く
六
年
。
在
籍

は
十
二
年
で
し
た
が
、
非
常
勤

講
師
の
時
代
も
あ
っ
た
し
、
前

任
校
で
ご
一
緒
だ
っ
た
先
生
方

も
多
く
親
し
み
の
持
て
る
楽
し

い
時
代
を
送
れ
た
こ
と
を
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
大
学
で
接
し
た

学
生
諸
君
の
数
は
ど
の
く
ら
い

か
、
講
義
を
聴
い
て
く
れ
た
学

生
諸
君
、
ゼ
ミ
の
諸
君
、
海
外

研
修
で
一
緒
だ
っ
た
諸
君
等
、

い
ろ
い
ろ
の
顔
が
浮
か
ん
で
き

ま
す
が
決
し
て
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
昨
年
夏
、
ゼ
ミ
生
の
一
人
か

ら
「
ペ
ル
シ
ャ
」
へ
一
緒
に
行

き
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
、
革
命

三
十
周
年
の
「
イ
ラ
ン
・
イ
ス

ラ
ム
共
和
国
」
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
半
世
紀
以
上
も
前
、
小

生
の
受
験
期
に
持
っ
て
い
た
世

界
史
の
本
に
あ
っ
た
「
ペ
ル
セ

ポ
リ
ス
」、
写
真
に
あ
っ
た
実

物
を
目
の
前
に
し
た
と
き
の

ち
ょ
っ
と
し
た
興
奮
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
な
ん
と
三
回
目

の
イ
ラ
ン
旅
行
か
ら
帰
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
何
で
そ
ん
な
危
険

な
所
へ
行
く
の
か
と
い
わ
れ
ま

す
が
行
っ
て
み
た
ら
平
和
な

「
優
し
い
国
」。
は
ま
っ
て
い
ま

す
。
大
学
で
担
当
し
て
い
た
科

目
と
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
た
分

野
で
す
が
、
退
職
後
の
自
由
な

身
分
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ

出
か
け
て
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

彼
も
「
先
生
」
と
一
緒
に
旅
行

で
き
る
な
ん
て
と
、
喜
ん
で
く

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
別
の
例
で
す
が
、
語
学

研
修
で
Ｃ
Ｓ
Ｕ
Ｌ
Ｂ
へ
一
緒
に

行
っ
た
女
子
学
生
の
一
人
か
ら

「
癒
し
の
音
楽
」
の
レ
ポ
ー
ト

を
貰
い
、
話
題
の
「
サ
ラ
・
ブ

ラ
イ
ト
マ
ン
」
を
紹
介
さ
れ
て
、

こ
れ
に
も
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
臨
床
心
理
士
の
彼
女
に

と
っ
て
は
専
門
分
野
で
し
ょ
う

が
小
生
に
は
趣
味
の
世
界
、
気

楽
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

て
、
い
い
も
の
を
紹
介
し
て
く

れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
例
で
は
あ
り
ま
す

が
、
小
生
に
と
っ
て
専
門
分
野

と
は
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
で
で

き
た
関
係
を
も
て
る
の
も
Ｏ
Ｇ

Ｕ
の
い
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
か

と
喜
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
「
師
弟
関
係
」
は
も
っ
と

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
退
職
後
、
海
外
ト
レ
キ
ン
グ

に
も
何
度
か
出
か
け
ま
し
た
が

体
力
的
に
は
限
界
を
感
じ
始
め

て
や
や
焦
り
気
味
の
毎
日
で
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
退
職
直

後
一
人
身
に
な
っ
て
相
談
す
る

相
手
も
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な

く
、
即
断
即
決
で
友
人
た
ち
に

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
な
が
ら
も

健
康
で
歩
け
る
う
ち
に
と
、
国

内
に
限
ら
ず
海
外
へ
も
積
極
的

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
専
門
分
野
で
あ
っ
た
「
情
報

処
理
」
も
機
器
の
進
歩
が
激
し

く
つ
い
て
い
く
の
は
大
変
で
す

が
、
ま
だ
あ
き
ら
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
で
き
る
範
囲
で

自
前
の
機
器
の
更
新
も
や
っ
て

い
ま
し
て
、
時
々
大
学
の
図
書

館
の
御
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
訪
問
す
る
た
び
に
大
学
が

変
わ
っ
て
い
て
面
食
ら
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
正
直
な
所
で
す
。

�

（
元
経
営
学
部
教
授
）

恩
師
を
訪
ね
て
(5)

卒
業
生
と
の
交
流

�

名
誉
教
授　

西
川　

仙
之

　
私
は
、昭
和
六
二
年（
一
九
八

六
）
に
当
時
の
文
学
部
東
洋
文

化
学
科
へ
入
学
し
ま
し
た
。
は

じ
め
の
一
ヶ
月
は
気
ま
ま
な

「
学
生
生
活
」
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
考
古
学
研
究
会
へ

入
部
し
た
こ
と
が
学
生
生
活
の

転
換
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
顧
問
の
紹
介
で
「
発

掘
調
査
補
助
員
」
と
い
う
職
で

発
掘
調
査
現
場
へ
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
同
年

代
の
学
生
と
と
も
に
働
き
、
休

憩
時
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
大
き
な
刺
激
を
う
け
ま
し

た
。
ま
た
、
東
洋
文
化
学
科
で

は
南
出
眞
助
先
生
の
も
と
で
地

理
学
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
講
義
ノ
ー
ト
は
、

今
で
も
私
の
講
座
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
楽
し
い
日
々
で
し
た
が
、
こ

の
ご
ろ
は
作
業
の
楽
し
さ
に
目

を
奪
わ
れ
て
基
礎
的
な
勉
強
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き

の
経
験
が
な
け
れ
ば
今
の
私
は

無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
追
手
門

学
院
大
学
卒
業
後
は
、
滋
賀
大

学
の
大
学
院
に
進
み
歴
史
地
理

活
躍
す
る
校
友
(6)

　

滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

�

学
芸
員　

神
保　

忠
弘

�

（
22
期
生
）

学
を
研
究
し
ま
し
た
。
平
成
五

年
に
は
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化

財
保
護
協
会
の
埋
蔵
文
化
財
担

当
職
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
滋
賀

県
に
あ
る
県
立
安
土
城
考
古
博

物
館
の
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　
博
物
館
と
い
う
名
前
を
き
く

と
、
特
殊
な
職
場
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

し
か
に
特
殊
な
技
能
を
必
要
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お

客
様
の
対
応
と
企
画
の
進
行
・

調
整
と
い
う
、
ご
く
普
通
の
業

務
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
多
い
の
が
、
手
紙

や
電
話
な
ど
に
よ
る
質
問
で
す
。

小
学
生
の
自
由
研
究
相
談
を
は

じ
め
、
出
版
社
や
放
送
局
に
よ

る
画
像
や
資
料
の
所
在
確
認
や

利
用
許
可
の
問
い
合
わ
せ
ま
で
、

複
雑
多
岐
な
内
容
の
相
談
・
質

問
が
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
専

門
外
の
質
問
を
受
け
て
戸
惑
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
お
客
様
か
ら

お
叱
り
を
う
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
、
研
究
成
果
の
少
な

さ
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
、
企

画
立
案
な
ど
が
振
る
わ
ず
苦
戦

を
続
け
る
毎
日
で
す
。
今
後
も

少
し
ず
つ
研
究
を
積
み
重
ね
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
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六
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
六

月
二
十
二
日
（
月
）
ま
で
、
将

軍
山
会
館
に
て
絵
画
展
を
催
し

ま
す
。

　
一
九
七
八
年
に
大
阪
で
生
ま

れ
、
シ
ン
ピ
と
フ
シ
ギ
を
テ
ー

マ
に
、
独
自
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
を
描
き
つ
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
制
作

に
関
わ
る
一
方
で
、
絵
か
き
と

し
て
筆
を
持
つ
日
々
を
送
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
個
展
な
ど
を

開
い
て
、
そ
の
会
場
に
て
ラ
イ

ブ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る

な
ど
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

開
催
期
間
：
六
月
十
六
日（
火
）

か
ら
六
月
二
十
二
日
（
月
）

ま
で
、
二
十
一
日
の
日
曜
日

は
開
館
し
ま
す
。

開
催
時
間
：
九
時
三
十
分
〜

十
七
時
ま
で
、
土
曜
日
は

十
三
時
ま
で
で
す
。

開
催
場
所
：
将
軍
山
会
館
（
第

一
会
議
室
）

「
作
品
コ
ン
セ
プ
ト
」

　
お
も
に
神
秘
的
で
不
思
議
な

世
界
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
神
秘
と
不
思
議
と
い
っ
て
も

重
す
ぎ
ず
、
暗
す
ぎ
ず
、
ど
こ

か
で
温
か
み
が
あ
っ
て
落
ち
着

け
る
よ
う
な
、
実
際
の
自
然
に

も
通
じ
る
よ
う
な
世
界
観
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
に
向
け
ま
し
て
、
学
友
会

所
属
団
体
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
の

歴
史
的
な
も
の
を
表
す
活
動
風

景
写
真
や
当
時
の
ク
ラ
ブ
ユ
ニ

ホ
ー
ム
・
器
具
・
用
具
・
楽
器

等
を
展
示
し
ま
す
。
そ
の
為
に

は
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
協
力
な
し
に
は
開
催
で
き

ま
せ
ん
。
学
生
時
代
の
思
い
出

の
写
真
・
ユ
ニ
ホ
ー
ム
等
を
お

持
ち
の
方
の
出
展
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
お
借
り
い
た

し
ま
し
た
品
物
は
責
任
を
持
っ

て
お
返
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
展
示
用
パ
ネ
ル
等

の
作
成
や
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
作
業

を
行
う
た
め
七
月
三
十
一
日
ま

で
に
庶
務
課
ま
で
お
送
り
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
庶
務
課

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
八

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

将
軍
山
会
館
に
て
の
催
し
物
（
企
画
展
示
）
の
ご
案
内

一
．
尾
崎　

潤　

氏

（
文
学
部
東
洋
文
化
学
科

二
〇
〇
一
年
卒
業
三
十
二
期
生
）

�
の
絵
画
展

二
．
ク
ラ
ブ
活
動
の

　
　
　
　
　
　

歴
史
展

～
写
真
で
繋
ぐ
・
今
と
昔
～

　プロフィール

名前　尾崎潤　　　1978生　男　大阪在住

　追手門学院大学文学部東洋文化学科インドイスラム文化コース卒

　2000年	 大阪、神戸、京都のフリマに参加する

　2003年	 3月　大阪北堀江ART HOUSE　初個展「kareeda vol.1」

	 7月　京橋Mb「kareeda vol.2」

　2004年	 2月　ART HOUSE「初恋」（グループ展）

	 8月20日〜30日　新風舎・大阪ギャラリーにて「絵本発売記念展」

	 9月2日〜7日　ART　HOUSEにて「絵本発売記念展」

	 9月25日　絵本「カレエダ〜いつかの森で」（新風舎）発売

　2005年	 2月27日〜3月7日　大阪南港ATCクリエーターズスープ「kareeda vol.5」

　2006年	 1月　京都OPAミュゼ「シンピとメルヘン」

　2007年	 5月24日〜6月5日　ART HOUSE「kareeda vol.6 音楽散歩」

	 8月　ART HOUSE「7展」（グループ展）

　2008年	 11月10日〜11月17日

	 南船場アンヅシーンにて「kareeda vol8三角銀河で見つけたわっか」

　2009年	 「2009・ZERO展」入選

★また絵を描く一方でCDジャケット製作（DEADPHONES、HOSOME、月夜など）にも関わる。

� ホームページ　http://uruo.net/　　　

尾 崎　潤 氏 作 品
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追
手
門
学
院
大
学

ア
ワ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
今
年
度
よ
り
卒
業
生
と
現
役

学
生
の
保
護
者
、
高
校
教
員
を

対
象
と
し
た
大
学
主
催
、
校
友

会
・
教
育
後
援
会
後
援
に
よ
る

「
追
手
門
学
院
大
学
ア
ワ
ー
」

を
神
戸
・
京
都
・
金
沢
・
和
歌

山
・
岡
山
の
五
ヶ
所
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
の
学

外
版
と
し
て
旧
交
を
温
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
現
役
学
生
の

保
護
者
の
方
や
地
元
の
高
校
の

先
生
と
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
校
友
会
組
織
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。

　
各
会
場
と
も
参
加
費
は
無
料

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
大
学

か
ら
懐
か
し
い
先
生
方
も
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
す
。

　
開
催
場
所
・
催
し
内
容
・
参

加
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

神
戸
　

六
月
五
日
（
金
）

於
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
神
戸
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド

【
講
演
会
】
一
六
時
〜
一
七
時

三
〇
分

演
題
　「
若
者
の
生
き
る
力
を

育
て
る
た
め
に
─
激
変
す
る
社

会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
」

講
師
　
三
川
　
俊
樹
（
本
学

キ
ャ
リ
ア
開
発
部
長
・
心
理
学

部
教
授
）

【
交
歓
会
】
一
八
時
〜
一
九
時

三
〇
分

京
都
　

六
月
二
十
四
日（
水
）

於
京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

【
講
演
会
】
一
六
時
〜
一
七
時

三
〇
分

演
題
　
商
人
と
し
て
の
学
び

「
人
は
な
ぜ
働
き
、
な
ぜ
生
き

る
の
か
？
」

講
師
　
藤
尾
正
弘
（
株
式
会
社

フ
ジ
オ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
社

長
・
本
学
客
員
教
授
）

【
交
歓
会
】
一
八
時
〜
一
九
時

三
〇
分

金
沢
　

六
月
二
十
八
日（
日
）

於
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
金
沢

【
講
演
会
】
一
四
時
〜
一
五
時

三
〇
分

演
題
　「
若
者
の
生
き
る
力
を

育
て
る
た
め
に
─
激
変
す
る
社

会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
」

講
師
　
三
川
　
俊
樹
（
本
学

キ
ャ
リ
ア
開
発
部
長
・
心
理
学

部
教
授
）

【
交
歓
会
】
一
六
時
〜
一
七
時

三
〇
分

和
歌
山
　

八
月
二
十
二
日（
土
）

於
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌

山【
講
演
会
】
一
四
時
〜
一
五
時

三
〇
分

演
題
　
今
ど
き
の
大
学
─
外
か

ら
見
た
追
手
門
学
院
大
学
─

講
師
　
小
畑
　
力
人
（
和
歌
山

大
学
観
光
学
部
教
授
）

【
交
歓
会
】
一
六
時
〜
一
七
時

三
〇
分

岡
山
　

九
月
十
二
日
（
土
）

於
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

【
講
演
会
】
一
六
時
〜
一
七
時

三
〇
分

演
題
　「
追
手
門
学
院

大
学
の
心
理
学
」

講
師
　
井
上
（
稲
垣
）

知
子
（
本
学
心
理
学
部

長
・
心
理
学
部
教
授
）

【
交
歓
会
】
一
八
時
〜

一
九
時
三
〇
分

参
加
方
法
：
参
加
ご
希

望
の
方
は
、
任
意
の
書

式
に
て
ご
氏
名
（
姓
の

変
更
が
あ
る
場
合
は
旧

姓
も
）、
卒
業
年
、
卒

業
学
部
学
科
、
ご
住
所
、

お
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
校
友
会
事
務
局
宛
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

尚
、
お
電
話
で
の
お
申
し
込
み

は
受
付
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

〇
七
二
（
六
四
一
）
九
六
六
四

　
交
歓
会
か
ら
の
参
加
も
可
能

で
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

将
軍
山
会
館
入
館
者

三
千
人
達
成
！

　
昨
年
六
月
二
十
八
日
に
開
館

以
来
、
四
月
八
日
を
も
っ
て
、

将
軍
山
会
館
に
三
千
人
の
方
々

を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

　
三
千
人
目
の
本
学
国
際
教
養

学
部
二
年
の
永
野
佑
樹
さ
ん
、

同
じ
く
田
村
武
士
さ
ん
に
は
、

校
友
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

大
阪
城
ス
ク
エ
ア

教
養
講
座
の
ご
案
内

　
大
阪
城
ス
ク
エ
ア
（
大
手
前

中
・
高
等
学
校
本
館
六
階
）
で

は
、
四
月
か
ら
保
護
者
や
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
教
養
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

　
英
会
話
、
韓
国
語
と
い
っ
た

語
学
講
座
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
レ
ッ
ス
ン
、
親
子
で
楽
し
む

講
座
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
は
さ
ま
ざ

ま
。

詳
細
は

〇
六
・
六
九
四
二
・
二
七
八
八

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.otem

on
osakajo.jp

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

校
友
会
員
著
作
物
紹
介

上
畑
俊
治
著
　（
一
九
八
〇
年

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
）

『
現
役
の
知
能
派
探
偵
が
語
る

愚
か
者
達
に
よ
る
保
険
金
不
正

請
求
の
実
例
！
』

発
行
：
水
山
産
業
株
式
会
社
出

版
部
　
一
八
〇
〇
円
。

記念品贈呈風景
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本
学
出
身
者
対
象
入
試

（
三
年
次
）
の
ご
案
内

　
本
入
試
制
度
は
、
追
手
門
学

院
大
学
を
卒
業
後
、
さ
ら
に
別

の
分
野
の
学
習
を
望
む
向
学
心

に
溢
れ
た
本
学
出
身
者
に
対
し

て
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め

に
設
け
た
も
の
で
す
。
全
学
部

全
学
科
で
若
干
名
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
入
試
日
程
等
の
概
要

は
六
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
募
集

要
項
（
願
書
）
は
七
月
上
旬
に

配
布
予
定
で
す
。

　
こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
入
学
試
験
課

〇
七
二
（
六
四
一
）
九
六
四
四

ま
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
予
定

　
今
年
も
開
催
さ
れ
る
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
試
を
控
え
ら
れ
て
い
る
ご

子
息
・
ご
令
嬢
、
お
知
り
合
い

の
方
に
参
加
を
勧
め
て
い
た
だ

き
ま
す
と
共
に
、
卒
業
生
の
方

も
将
軍
山
会
館
を
は
じ
め
と
し

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
に
ぜ
ひ
ご
来
校
下
さ
い
。

六
月
二
十
一
日
（
日
）

七
月
　
十
九
日
（
日
）

七
月
　
二
十
日
（
月
・
祝
）

八
月
　
　
八
日
（
土
）

八
月
　
　
九
日
（
日
）

九
月
　
　
五
日
（
土
）

十
月
　
十
一
日
（
日
）

十
二
月
二
十
日
（
日
）

＊
時
間
・
内
容
等
の
詳
細
は
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

入
試
広
報
課
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
七
二
（
六
四
一
）
九
一
六
五

　
な
お
、
十
月
十
一
日
（
日
）、

十
二
月
二
十
日
（
日
）
入
試
直

前
相
談
会
で
す
。

入試種別 学部または学科 出願期間・エントリー期間 試験日・書類審査日 合格発表日

ＡＯ入試

（自己推薦方式）

経済・経営・社会・

国際教養学部
(エントリー )

2009.　8.20(木)～　8.28(金)【郵送のみ】

(第２次出願)

2009.　9.14(月)～　9.28(月)【郵送のみ】

(第１次選考)

　2009.　9.　8(火)（書類審査）

(第２次選考)入試直前相談会開催日

　2009.10.11(日)

　　午後（面接）

　　午前　レポート評価実施

(第１次選考)

2009.　9.11(金)

(第２次選考)

2009.10.23(金)

ＡＯ入試

（商工・総合学科方式）

ヒューマンエコノミー・

経営・マーケティング学科

ＡＯ入試

（指定分野方式）

経済・経営・

国際教養学部

公募制推薦Ａ日程

（試験日自由選択制）
全学部

2009.10.26(月)～11.　6(金)【郵送のみ】

2009.11.　7(土)【本学窓口受付日】

2009.11.19(木)　午前

2009.11.20(金)　午前
2009.11.27(金)

論文Ａ日程 全学部
2009.10.26(月)～11.　6(金)【郵送のみ】

2009.11.　7(土)【本学窓口受付日】
2009.11.19(木)　午後 2009.11.27(金)

公募制推薦Ｂ日程 全学部
2009.11.26(木)～12.　5(土)【郵送のみ】

2009.12.　7(月)【本学窓口受付日】
2009.12.13(日) 2009.12.18(金)

一般A日程

（試験日自由選択制）
全学部

2010.　1.　6(水)～　1.20(水)【郵送のみ】

2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】

2010.　2.　5(金)

2010.　2.　6(土)
2010.　2.17(水)

一般Ｓ日程

（選択方式）
全学部

2010.　1.　6(水)～　1.20(水)【郵送のみ】

2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】
2010.　2.　7(日) 2010.　2.17(水)

一般Ｓ日程

（英・国方式）
全学部

2010.　1.　6(水)～1.　20(水)【郵送のみ】

2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】
2010.　2.　8(月) 2010.　2.17(水)

センター試験利用

Ａ日程
全学部 2010.　1.　6(水)～1.　15(金)【郵送のみ】

独自試験は課さない

2010.　1.16(土)

2010.　1.17(日)

2010.　2.17(水)

一般Ｂ日程 全学部
2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】

2010.　2.23(火)【本学窓口受付日】
2010.　3.　4(木)　午前 2010.　3.11(木)

論文Ｂ日程 全学部
2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】

2010.　2.23(火)【本学窓口受付日】
2010.　3.　4(木)　午後 2010.　3.11(木)

センター試験利用

Ｂ日程
全学部 2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】

独自試験は課さない

〈センター試験利用Ａ日程欄参照〉
2010.　3.11(木)

円
広
志
さ
ん

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
校

　

七
月
十
九
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
本
学
卒
業
生

で
あ
り
ま
す
歌
手
の
円
広
志
さ
ん

が
来
校
さ
れ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

庶
務
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
七
二
（
六
四
一
）
九
六
六
八

2010年度入試日程表
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都道府県コード一覧業種コード一覧大学院コード一覧

　
全
国
の
多
く
の
市
町
村
で
合

併
が
行
わ
れ
、
市
町
名
や
番
地

表
示
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。
旧

表
示
で
は
校
友
会
か
ら
の
会
報

等
が
届
か
な
く
な
り
ま
す
。
お

手
数
で
す
が
、
今
回
会
員
カ
ー

ド
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
ご

確
認
下
さ
い
。
住
所
・
勤
務
先

等
に
変
更
や
訂
正
箇
所
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
朱
書
き
で
訂
正
を

し
て
い
た
だ
き
、
同
封
の
ハ
ガ

キ
を
投
函
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
住
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都

道
府
県
コ
ー
ド
、
郵
便
番
号
は

必
ず
明
記
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
都
道

府
県
コ
ー
ド
は
下
表
を
参
照
願

い
ま
す
。

　
勤
務
先
に
つ
き
ま
し
て
は
業

種
コ
ー
ド
に
て
分
類
し
て
い
ま

す
の
で
、
下
表
に
て
お
確
か
め

下
さ
い
。
業
種
コ
ー
ド
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
回
か
ら
新
コ
ー

ド
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

旧
コ
ー
ド
に
該
当
す
る
も
の
に

置
き
換
え
て
い
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
正
し
く
置
き
換
え
ら
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
い
た
だ
い
た
上

朱
書
き
で
訂
正
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
会
社
名
の
記
入
に
つ
い
て

は
、
略
称
な
ど
は
混
同
し
ま
す

の
で
、
正
し
い
社
名
を
ご
記
入

願
い
ま
す
。

　
本
学
大
学
院
を
修
了
さ
れ
て

い
る
方
は
、
下
表
大
学
院
コ
ー

ド
を
参
照
い
た
だ
き
、
ご
確
認

の
上
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

朱
書
き
訂
正
願
い
ま
す
。

平
成
の
市
町
村
合
併
に
伴
う

　
　
　
住
所
等
の
確
認
に
つ
い
て

　
あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た

　
こ
う
す
れ
ば
良
い
の
に

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
新

し
い
会
館
に
も
そ
う
思
う

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
四
月
か
ら
新
体
制
。
良

く
考
え
て
舵
を
操
ら
な
け

れ
ば
。船
頭
多
く
し
て
舟
、

山
に
登
る
と
い
う
。

　
理
想
の
家
は
三
た
び
建

て
直
さ
な
い
と
出
来
な
い

と
聞
く
。

　『
無
か
っ
た
こ
と
に
』

出
き
る
も
の
な
ど
無
い
の

だ
か
ら
。�

【
潤
】

編
集
後
記

都道府県
コード

都道府県名
都道府県
コード

都道府県名

01 北海道 25 滋賀県

02 青森県 26 京都府

03 岩手県 27 大阪府

04 宮城県 28 兵庫県

05 秋田県 29 奈良県

06 山形県 30 和歌山県

07 福島県 31 鳥取県

08 茨城県 32 島根県

09 栃木県 33 岡山県

10 群馬県 34 広島県

11 埼玉県 35 山口県

12 千葉県 36 徳島県

13 東京都 37 香川県

14 神奈川県 38 愛媛県

15 新潟県 39 高知県

16 富山県 40 福岡県

17 石川県 41 佐賀県

18 福井県 42 長崎県

19 山梨県 43 熊本県

20 長野県 44 大分県

21 岐阜県 45 宮崎県

22 静岡県 46 鹿児島県

23 愛知県 47 沖縄県

24 三重県 48 その他

業種
コード

業　　種

A 農業

B 林業

C 漁業

D 鉱業

E 建設業

F 製造業

G 電気・ガス・熱供給・水道業

H 情報通信業

I 運輸業

J 卸売・小売業

K 金融・保険業

L 不動産業

M 飲食店、宿泊業

N 医療・福祉

O 教育・学習支援業

P 複合サービス事業（郵便局・協同組合）

Q サービス業

R1 国家公務員

R2 地方公務員（都道府県）

R3 地方公務員（市町村）

S 分類不能の産業

大学院
コード

専　攻　名

Ｉ 01 心理学専攻

Ｉ 02 社会学専攻

Ｉ 03 中国文化専攻

Ｉ 04 英文学専攻

J 01 経済学専攻（博士前期課程）

J 02 経営学専攻（博士前期課程）

K 01 経済学専攻（博士後期課程）

K 02 経営学専攻（博士後期課程）


